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優しい心のつながりを
　岩手・髙橋　陽菜
　「障害者はこの世にいらない。」
と、入所していた障害のある人々の命を無差別にうばった事件を、みなさんは覚えていますか。穏やかに施設で過ごしていた入所者を次々とねらい、平成史上最悪となった殺人事件。私はこのニュースを知った時、息が止まりそうになるくらい驚き、悲しくなりました。ふだん、ニュースや新聞で、様々な事件を目にしていますが、私や家族にとってこの事件は二度と忘れることができないものとなりました。
　私には、重度の知的障害を持った弟がいます。特別支援学校へ通い、学校が終わると放課後デイサービスへ行きます。毎日、たくさんの人たちに支えられ、楽しく過ごすことができています。大変だなと思うこともありますし、一人では何も出来ない弟ですが、たくさんの人から愛され、あたたかい地域の人々や社会に守られています。「障害者はこの世にいらない。」殺人を犯した犯人の気持ちが、私には理解できません。どんな人も、生きている意味が存在するし、楽しく安心して暮らせる権利があるはずです。無差別に命をうばった犯人を許すことはできませんが、どうしたらこのような事件が起きなくなるか、犯罪をする人を無くすことができるのか、この作文を書く機会を通して考えてみることにしました。
　人に危害を加えたり、命をうばったりする行為が悪いことだと分かっているはずなのに、なぜ犯罪を犯すのでしょうか。調べてみると、帰る場所がない人、仕事がない人、身近に家族や頼れる人がいない人などが、犯罪を犯す確率が高いことが分かりました。また、一度刑務所から出ても、家や仕事、支えてもらう人がいないと、再犯することが多いそうです。犯罪を犯した人は、周りの理解や協力がないと、社会復帰が難しく、孤独になってしまいます。孤独な状況にしてしまった周りの人や社会も、考えなければいけないことがあるのではないでしょうか。自分の家族や身近な友人が、もし犯罪や非行をしてしまったら、どんな気持ちになるでしょうか。罪を犯した本人は、どんな気持ちになるでしょうか。様々な出来事を通して、想像して考えてみることも、犯罪や非行を無くすための一歩だと私は思います。

　さて、犯罪や非行のない、どんな人も安心して暮らせる社会を築いていくために、私たちができることは何でしょうか。先日、こんな話を聞きました。母の知人の息子さんが、不しん者として疑われてしまったのです。障害のある息子さんは、言葉でうまく伝えることができず、トイレに行きたいということをジェスチャーで伝えたことで、相手に不快な思いをさせたと、警察が訪ねてきたそうです。誤解は解けたそうですが、疑われてしまった本人やご家族は、きっと心を痛めたと思います。本人に悪気はなくても、疑われてしまったり、思いもよらない犯罪に巻きこまれたりしてしまうことがあるのだと、私は残念に思ったし、もし弟が同じ立場になったら…と考えてしまいました。自分たちの身近にも、理解が足りないことでこのような出来事が起きてしまったことは残念なことです。どんな人も、共に安心して生きていく社会や地域づくりが必要なのではないでしょうか。一人一人の理解や協力があることで、社会はもっと明るく、やさしくなるのではないでしょうか。
　二度と悲しい事件が起きないように、心を痛める人が増えないように、犯罪や非行のない地域や社会を築いていくことが、大切だと思います。そして、犯罪や非行から立ち直ろうとしている人を社会全体で見守り支えることで、みんなが安心して暮らせると思います。人はだれでも困ったことやなやみ事、不安なことはあります。このことをみんなが理解し、身近に相談できる人や場所があれば、きっと社会は明るくなると私は信じています。優しい心のつながりがもっと広がり、どんな人も安心して笑顔で暮らせる社会になればいいなと私は思います。
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